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公
民
館　　だ

よ
り

児
童
セ
ン
タ
ー
お
知
ら
せ

児
童
セ
ン
タ
ー
お
知
ら
せ

＊
（
２
面
に
続
く
）

リーダーさん Ｑ & Ａリーダーさん Ｑ & Ａ
50 年以上の歴史を引き継ぎ50 年以上の歴史を引き継ぎ
生徒と共に水辺を守る！生徒と共に水辺を守る！

モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
保
存
会 

顧
問

　釜か
ま

渕ぶ
ち 

章あ
き

匡ま
さ

さ
ん

（
48
歳
）

西
宮
市
立
山
口
中
学
校

　教
師

っ
て
き
て
、
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
と

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
転
勤
な
ど
で
理
科
部
の
顧
問
の

先
生
が
代
わ
る
中
、
活
動
の
記
録

を
50
年
史
と
い
う
形
に
し
て
ま
と

め
ま
し
た
。
過
去
50
年
以
上
の
歴

史
を
見
て
み
る
と
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
し
た
が
、
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の

観
察
を
継
続
し
て
い
た
だ
い
た
の

で
今
日
が
あ
り
ま
す
。

　
先
輩
方
の
話
を
聞
い
て
み
る
と
、

モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
だ
け
で
は
な
く
、

そ
れ
以
外
に
も
理
科
部
の
活
動
は

あ
り
ま
す
。
秋
に
は
研
究
発
表
の

た
め
に
い
つ
も
と
違
う
催
し
物
の

準
備
を
行
っ
た
り
、
ま
た
、
そ
れ

以
外
の
実
験
や
研
究
も
行
っ
た
り

し
て
い
ま
し
た
。
モ
リ
ア
オ
ガ
エ

ル
の
観
察
は
、
６
月
か
ら
８
月
の

期
間
だ
け
行
う
1
学
期
の
研
究
課

題
で
し
た
。

―
先
生
が
顧
問
に
就
い
た
経
緯
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

釜
渕
　
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
保
存
会

の
顧
問
に
な
っ
た
の
は
、
私
が
８

年
前
に
山
口
中
学
校
に
就
任
し
た

年
で
し
た
。

　
当
時
の
池
上
達
校
長
か
ら
、
理

科
部
は
な
く
な
る
こ
と
が
決
定
し

て
い
る
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
廃
部

の
理
由
は
部
員
が
少
な
く
な
っ
た

た
め
で
す
。

モリアオガエルの保存について語る釜渕先生

―
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
保
存
会
の
歴

史
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

釜
渕
　
伊
丹
市
在
住
で
、
元
山
口

中
学
校
教
員
の
藤
本
一
幸
先
生
が
、

最
初
に
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の
保
存

活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　
高
度
経
済
成
長
期
の
頃
、
山
口

地
域
の
森
林
が
な
く
な
る
時
に
、

藤
本
先
生
の
所
に
、
理
科
部
の
生

徒
が
１
匹
の
カ
エ
ル
の
死
骸
を
持

　
デ
グ
ー
と
い
う
草
食
動
物
で
す
。

と
て
も
人
な
つ
こ
く
、
名
前
を
呼

ぶ
と
よ
っ
て
き
ま
す
。

　
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で一目
惚
れ
し
、

２
０
２
１
年
７
月
か
ら
飼
い
始
め
ま

し
た
。
膝
や
肩
に
ピョ
ン
と
乗
って
く

る
の
が
可
愛
い
で
す
。

　
顎
の
下
を
な
で
ら
れ
る
の
が
大
好

き
な
子
で
す
。�

す
み
れ
台
　
M
・
A

西宮市山口町下山口 5－17－13
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発　行
山口地域コミュニテイ

編　集
宮っ子山口版
編集委員会

　
今
回
は
、
各
地
区
の
景
観
が
良

い
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

　
下
の
写
真
は
、
上
山
口
陸
橋
の

３
丁
目
寄
り
の
場
所
か
ら
丸
山
を

撮
っ
た
も
の
で
す
。
時
期
は
５
月

の
連
休
中
で
、
少
し
暑
い
ぐ
ら
い

の
日
に
、
上
山
口
陸
橋
を
２
丁
目

か
ら
３
丁
目
方
向
へ
歩
い
て
い
た

時
に
見
え
た
風
景
で
す
。

　
丸
山
の
緑
が
映
え
だ
し
、
雲
の

白
さ
や
、
空
の
青
さ
に
山
の
輪
郭

が
く
っ
き
り
と
映
し
出
さ
れ
ま
し

た
。
風
光
明め

い
媚び

と
思
い
、
撮
っ
た

写
真
で
す
。

　「
竹
灯
り
」
作
り
が
、
徳
風
会

館
で
８
月
26
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
玄
関
前
で
竹
筒
の
切
り
出
し
を

行
い
、
竹
筒
を
も
み
殻
で
き
れ
い

に
洗
い
ま
す
。
館
内
の
パ
ノ
ラ
マ

ホ
ー
ル
で
デ
ザ
イ
ン
を
選
び
、
竹

筒
に
貼
り
ま
す
。

　
次
に
、
講
師
の
池
田
亮
さ
ん
か

ら
注
意
事
項
を
聞
き
、
電
動
ド
リ

ル
（
竹
専
用
）
で
穴
を
開
け
て
い

き
ま
す
。

　
11
組
（
21
人
）
の
参
加
者
は
そ

れ
ぞ
れ
電
動
ド
リ
ル
を
持
ち
、
デ

▽
ト
ラ
イ
！
ト
ラ
イ
！
ゲ
ー
ム

日
時
：
11
月
21
日
（
木
）

　
　
　
11
月
22
日
（
金
）

　
　
　
10
時
半
～

場
所
：
山
口
児
童
セ
ン
タ
ー

対
象
：
乳
幼
児
か
ら
小
学
生

申
込
：
無
　
先
着
順

▽
ク
リ
ス
マ
ス
会
＆
ビ
ン
ゴ
大
会

日
時
：
12
月
14
日
（
土
）

　
　
　
15
時
15
分
開
場

場
所
：
山
口
ホ
ー
ル

対
象
：
乳
幼
児
か
ら
小
学
生

申
込
：
有
　
チ
ケ
ッ
ト
制

児
童
セ
ン
タ
ー
に
て
配
布（
無
料
）

�

先
着
１
５
０
人

詳
細
は
児
童
セ
ン
タ
ー
へ
０
７
８

・9
0
4

・2
0
5
5

出来上がった竹灯りの作品です。

▼
11
月
10
日
（
日
）

　
　
　
　
10
時
～
12
時
30
分

　「
み
ん
な
で
楽
し
く
ケ
ー
キ
を

�

作
り
ま
し
ょ
う
」

場
所
：
山
口
公
民
館
４
階
調
理
室

参
加
費
：
１
２
０
０
円

試
食
も
希
望
の
場
合
+
１
０
０
円

先
着
：
20
人
　
対
象
：
中
学
生
以

上
、
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

講
師
：
管
理
栄
養
士

�

和
田
佳
子
さ
ん

▼
12
月
12
日
（
木
）
14
時
～
16
時

　「
新
春
を
彩
る
寄
せ
植
え
つ
く
り
」

参
加
費
：
2
5
0
0
円

募
集
人
員
：
30
人（
保
護
者
を
含
む
）

講
師
：
赤
木
庭
園 

黒
田
良
行
さ
ん

申
込
日
：
11
月
13
日（
水
）10
時
～

▼
12
月
21
日
（
土
）
14
時
～
15
時

西
宮
市
制
1
0
0
周
年（
2
0
2
5
）記
念

　「
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
カ
ル
テ
ッ
ト

�

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
」

参
加
費
：
無
料
　
先
着
：
1
5
0
人

対
象
：
小
学
生
以
上

申
込
日
：
11
月
22
日（
金
）10
時
～

�

（
電
話
は
25
日
以
降
）

演
奏
：
ミ
・
モ
ベ
ル 

サ
ク
ソ
フ

ォ
ン
カ
ル
テ
ッ
ト

詳
細
は
公
民
館
へ
：
0
7
8

・

9
0
4

・

0
2
8
7

｢

竹
灯
り｣

を
作
ろ
う

ザ
イ
ン
通
り
に
穴
を
開
け
て
い
き

ま
し
た
。
完
成
後
は
、
第
３
展
示

場
で
だ
ん
じ
り
の
前
に
作
品
を
置

き
、
L
E
D
ラ
ン
プ
を
入
れ
て

仕
上
が
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

＊�

11
月
の
講
座
は
、
10
月
か
ら
申
し
込
み
が
開

始
さ
れ
て
い
ま
す
。確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

�

お
わ
び
と
訂
正
　
９
・
10
月
号
の
マ
イ
ペ
ッ
ト
で
名
前
の
表
記
で
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
正
し
く
は
、「
中
前
　
小
町
」
で
す
。
訂
正
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。

第10回

ふ
る
さ
と
再
発
見

　
上
の
写
真
は
、
同
じ
く
上
山
口

陸
橋
の
中
ほ
ど
の
張
り
出
し
部
分

か
ら
撮
影
し
ま
し
た
。
送
電
塔
が

雲
に
と
ど
く
よ
う
に
見
え
、
ま
た
、

北
六
甲
台
の
丘
陵
地
帯
に
立
っ
て

い
る
家
が
小
さ
く
見
え
、
雲
が
雄

大
に
広
が
る
風
景
と
思
い
、
撮
っ

た
写
真
で
す
。

　
山
口
地
域
は
大
き
な
建
造
物
が

多
く
な
い
場
所
で
す
。
普
段
通
っ
て

い
る
何
気
な
い
場
所
に
景
観
が
良

い
場
所
は
多
く
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
も
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
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＊
（
１
面
か
ら
続
く
）

　
同
様
に
上
位
大
会
で
活
躍
し
て

い
た
剣
道
部
も
廃
部
に
な
り
、
続

い
て
柔
道
部
も
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の
活
動
は
、

保
存
会
と
し
て
残
す
よ
う
に
池
上

元
校
長
が
力
を
注
ぎ
、
モ
リ
ア
オ

ガ
エ
ル
保
存
会
と
し
て
現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
。

―
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
保
存
会
の
活

動
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

釜
渕
　
６
月
～
８
月
ま
で
の
間
で
、

卵
塊
の
採
取
、
ふ
化
、
飼
育
を
行

い
、
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
を
元
の
場

所
に
帰
す
の
が
基
本
的
な
活
動
で

す
。
今
ま
で
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、

今
年
は
自
然
保
護
助
成
基
金
か
ら

助
成
金
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
こ
れ
が
き
っ
か
け
で
、
今
ま
で

で
き
な
か
っ
た
調
査
を
行
っ
て
み

よ
う
と
子
ど
も
た
ち
と
話
し
合
い
、

彼
ら
の
興
味
や
関
心
事
を
調
査
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
、
池
の
持
ち
主
さ
ん
と

話
し
合
い
、
池
の
水
位
を
維
持
す

る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
し
た
。
今

年
は
卒
業
生
や
小
学
生
も
調
査
に

協
力
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
あ
る
日
突
然
、
中
野
地
区
に
あ

る
池
に
穴
が
開
い
て
し
ま
っ
て
、

池
の
水
位
が
激
減
し
ま
し
た
。
池

の
重
要
性
を
分
か
っ
て
も
ら
う
た

め
、
許
可
を
得
て
土
の
う
を
積
み
、

何
と
か
修
復
し
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
最
終
的
に
は
土
木
工
事
で

専
門
的
な
こ
と
を
行
い
、
水
の
流

出
を
防
ぐ
の
が
い
い
の
で
す
が
、

勝
手
に
人
の
土
地
を
修
復
す
る
こ

と
も
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
現
状

で
す
。

―
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
保
存
会
と
山

口
地
域
の
今
後
の
関
係
は
ど
の
よ

う
に
な
る
と
考
え
ま
す
か
。

釜
渕
　
池
の
周
り
に
セ
ン
サ
ー
カ

メ
ラ
を
付
け
て
観
察
す
る
と
、
ど

の
池
に
も
ア
ラ
イ
グ
マ
が
い
ま
し

た
。
そ
れ
以
外
に
も
イ
タ
チ
、
キ

ツ
ネ
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
、
タ
ヌ
キ
が

来
て
い
ま
し
た
。
学
校
に
作
っ
た

ビ
オ
ト
ー
プ
で
も
、
タ
ヌ
キ
の
つ

が
い
が
来
た
り
、
ア
ラ
イ
グ
マ
が

カ
エ
ル
を
襲
う
姿
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。
カ
エ
ル
の
よ
う
な
両
生

類
が
い
る
池
の
集
合
体
は
、
池
と

い
う
単
位
で
い
ろ
ん
な
生
き
物
の

よ
り
ど
こ
ろ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
だ
け
が
重
要
で

は
な
く
、
実
は
も
と
も
と
天
敵
の

ア
カ
ハ
ラ
イ
モ
リ
も
、
今
は
準
絶

滅
危
惧
種
と
な
り
、
激
減
し
て
い

ま
す
。
結
局
、
池
が
な
く
な
る
と

水
辺
に
依
存
し
て
い
る
動
植
物
も

全
部
絶
滅
危
惧
種
に
な
り
ま
す
。

―
山
口
地
域
の
皆
さ
ん
に
伝
え
た

い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

釜
渕
　
ゆ
く
ゆ
く
は
、
こ
の
活
動

を
地
域
に
返
す
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
現
在
確
認
中
で
す
が
、

山
口
地
域
に
は
ま
だ
ま
だ
多
く
の

自
然
が
残
っ
て
い
ま
す
。
生
物
多

様
性
が
残
る
所
は
水
辺
に
も
多
く

の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
山
口
地
域

の
自
然
を
大
事
に
す
る
た
め
に
も
、

多
く
の
資
料
を
集
め
、
山
口
地
域

の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
山
口
地
域
の
自
然
は
、
ホ
タ
ル

も
そ
う
で
す
が
、
モ
リ
ア
オ
ガ
エ

ル
を
中
心
と
し
た
大
き
な
自
然
も

あ
り
ま
す
。
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
は

食
物
連
鎖
の
中
心
に
い
る
動
物
で

す
。
山
口
地
域
か
ら
池
の
自
然
が

な
く
な
ら
な
い
よ
う
に
警
鐘
を
鳴

ら
す
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
今
回
は
、
山
口
地
域
の
盆
踊
り

と
夏
祭
り
を
特
集
し
ま
す
。

　
山
口
地
域
の
お
盆
は
、
７
月
の

袖
下
踊
り
、
扇
踊
り
の
伝
習
会
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
山
口
ホ
ー
ル
を

貸
し
切
り
、
２
回
に
分
け
て
老
若

男
女
に
踊
り
を
伝
習
し
て
い
き
ま

す
。
こ
れ
が
終
わ
る
と
い
よ
い
よ

各
地
区
で
の
盆
踊
り
、
夏
祭
り
が

始
ま
り
ま
す
。

　
今
年
は
、
８
月
10
日
の
名
来
地

区
の
盆
踊
り
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

続
い
て
上
山
口
、
船
坂
、
中
野
、

北
六
甲
台
（
夏
フ
ェ
ス
）。
最
後

は
８
月
24
日
、
上
山
口
東
（
夏
祭

り
）、
下
山
口
の
盆
踊
り
で
終
了

し
ま
し
た
。

　
約
２
週
間
に
わ
た
り
各
地
区
で

そ
れ
ぞ
れ
の
盆
踊
り
、
夏
祭
り
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
か
ら
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類

に
移
行
し
、
通
常
の
生
活
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
年

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
第

11
波
が
発
生
し
、
少
し
暗
い
影
を

落
と
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
盆
踊
り
を
中
止
す
る

と
こ
ろ
ま
で
は
い
か
ず
、
各
地
区

で
お
盆
の
行
事
で
あ
る
盆
踊
り
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
夏
の
風
物
詩
で

あ
る
行
事
を
、
皆
さ
ん
が
満
喫
し

て
い
ま
し
た
。

家庭での生活が困難な60歳以上の方が低料金でサービスが受けられる

- - -問い合わせ

高台に立ち、絶景が望める空気のきれいなところ

広告

セントポーリア愛の郷
特別養護老人ホーム
社会福祉法人緑峯会入居者募集入居者募集

施設見学
大歓迎！

笑顔で対応します！
受付時間　9:00～17:00

078-907-1165（担当：西垣）

兵庫県西宮市山口町上山口 1584-1

食事がおいしい
（料理療法も盛んです）

● 特養 １１０床・ショートステイ 10床

● 全室個室 ： トイレ、洗面完備

● ユニット型 ： １０名程度のなじみのグループで生活
楽しい音楽療法、イベント充実

（音楽療法士３名が対応）
広告

やまぐち・トピックスやまぐち・トピックス

８
月
３
日
　
た
そ
が
れ
コ
ン
サ
ー
ト

９
月
３
日
　
北
六
甲
台
小
学
校
　
校
内
作
品
展

９
月
13
日
　 

連
合
老
人
会
　
作
品
展

８
月
４
日
　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

7 月 21・27 日　袖下踊り伝習会

8 月 14 日　上山口地区　盆踊り大会

8 月 17 日　北六甲台地区　夏フェス 2024

7 月 21・27 日　扇踊り伝習会

8 月 15 日　船坂地区　盆踊り大会

8 月 24 日　上山口東地区　夏祭り

8 月 10 日　名来地区　盆踊り大会

8 月 17 日　中野地区　盆踊り大会

8 月 24 日　下山口地区　盆踊り

山
口
地
域
の

盆
踊
り
・
夏
祭
り



（₃） （₂）　 　第370号 第370号令和₆年11月₁日 令和₆年11月₁日や ま ぐ ち や ま ぐ ち

＊
（
１
面
か
ら
続
く
）

　
同
様
に
上
位
大
会
で
活
躍
し
て

い
た
剣
道
部
も
廃
部
に
な
り
、
続

い
て
柔
道
部
も
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の
活
動
は
、

保
存
会
と
し
て
残
す
よ
う
に
池
上

元
校
長
が
力
を
注
ぎ
、
モ
リ
ア
オ

ガ
エ
ル
保
存
会
と
し
て
現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
。

―
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
保
存
会
の
活

動
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

釜
渕
　
６
月
～
８
月
ま
で
の
間
で
、

卵
塊
の
採
取
、
ふ
化
、
飼
育
を
行

い
、
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
を
元
の
場

所
に
帰
す
の
が
基
本
的
な
活
動
で

す
。
今
ま
で
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、

今
年
は
自
然
保
護
助
成
基
金
か
ら

助
成
金
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
こ
れ
が
き
っ
か
け
で
、
今
ま
で

で
き
な
か
っ
た
調
査
を
行
っ
て
み

よ
う
と
子
ど
も
た
ち
と
話
し
合
い
、

彼
ら
の
興
味
や
関
心
事
を
調
査
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
、
池
の
持
ち
主
さ
ん
と

話
し
合
い
、
池
の
水
位
を
維
持
す

る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
し
た
。
今

年
は
卒
業
生
や
小
学
生
も
調
査
に

協
力
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
あ
る
日
突
然
、
中
野
地
区
に
あ

る
池
に
穴
が
開
い
て
し
ま
っ
て
、

池
の
水
位
が
激
減
し
ま
し
た
。
池

の
重
要
性
を
分
か
っ
て
も
ら
う
た

め
、
許
可
を
得
て
土
の
う
を
積
み
、

何
と
か
修
復
し
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
最
終
的
に
は
土
木
工
事
で

専
門
的
な
こ
と
を
行
い
、
水
の
流

出
を
防
ぐ
の
が
い
い
の
で
す
が
、

勝
手
に
人
の
土
地
を
修
復
す
る
こ

と
も
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
現
状

で
す
。

―
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
保
存
会
と
山

口
地
域
の
今
後
の
関
係
は
ど
の
よ

う
に
な
る
と
考
え
ま
す
か
。

釜
渕
　
池
の
周
り
に
セ
ン
サ
ー
カ

メ
ラ
を
付
け
て
観
察
す
る
と
、
ど

の
池
に
も
ア
ラ
イ
グ
マ
が
い
ま
し

た
。
そ
れ
以
外
に
も
イ
タ
チ
、
キ

ツ
ネ
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
、
タ
ヌ
キ
が

来
て
い
ま
し
た
。
学
校
に
作
っ
た

ビ
オ
ト
ー
プ
で
も
、
タ
ヌ
キ
の
つ

が
い
が
来
た
り
、
ア
ラ
イ
グ
マ
が

カ
エ
ル
を
襲
う
姿
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。
カ
エ
ル
の
よ
う
な
両
生

類
が
い
る
池
の
集
合
体
は
、
池
と

い
う
単
位
で
い
ろ
ん
な
生
き
物
の

よ
り
ど
こ
ろ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
だ
け
が
重
要
で

は
な
く
、
実
は
も
と
も
と
天
敵
の

ア
カ
ハ
ラ
イ
モ
リ
も
、
今
は
準
絶

滅
危
惧
種
と
な
り
、
激
減
し
て
い

ま
す
。
結
局
、
池
が
な
く
な
る
と

水
辺
に
依
存
し
て
い
る
動
植
物
も

全
部
絶
滅
危
惧
種
に
な
り
ま
す
。

―
山
口
地
域
の
皆
さ
ん
に
伝
え
た

い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

釜
渕
　
ゆ
く
ゆ
く
は
、
こ
の
活
動

を
地
域
に
返
す
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
現
在
確
認
中
で
す
が
、

山
口
地
域
に
は
ま
だ
ま
だ
多
く
の

自
然
が
残
っ
て
い
ま
す
。
生
物
多

様
性
が
残
る
所
は
水
辺
に
も
多
く

の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
山
口
地
域

の
自
然
を
大
事
に
す
る
た
め
に
も
、

多
く
の
資
料
を
集
め
、
山
口
地
域

の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
山
口
地
域
の
自
然
は
、
ホ
タ
ル

も
そ
う
で
す
が
、
モ
リ
ア
オ
ガ
エ

ル
を
中
心
と
し
た
大
き
な
自
然
も

あ
り
ま
す
。
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
は

食
物
連
鎖
の
中
心
に
い
る
動
物
で

す
。
山
口
地
域
か
ら
池
の
自
然
が

な
く
な
ら
な
い
よ
う
に
警
鐘
を
鳴

ら
す
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
今
回
は
、
山
口
地
域
の
盆
踊
り

と
夏
祭
り
を
特
集
し
ま
す
。

　
山
口
地
域
の
お
盆
は
、
７
月
の

袖
下
踊
り
、
扇
踊
り
の
伝
習
会
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
山
口
ホ
ー
ル
を

貸
し
切
り
、
２
回
に
分
け
て
老
若

男
女
に
踊
り
を
伝
習
し
て
い
き
ま

す
。
こ
れ
が
終
わ
る
と
い
よ
い
よ

各
地
区
で
の
盆
踊
り
、
夏
祭
り
が

始
ま
り
ま
す
。

　
今
年
は
、
８
月
10
日
の
名
来
地

区
の
盆
踊
り
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

続
い
て
上
山
口
、
船
坂
、
中
野
、

北
六
甲
台
（
夏
フ
ェ
ス
）。
最
後

は
８
月
24
日
、
上
山
口
東
（
夏
祭

り
）、
下
山
口
の
盆
踊
り
で
終
了

し
ま
し
た
。

　
約
２
週
間
に
わ
た
り
各
地
区
で

そ
れ
ぞ
れ
の
盆
踊
り
、
夏
祭
り
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
か
ら
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類

に
移
行
し
、
通
常
の
生
活
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
年

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
第

11
波
が
発
生
し
、
少
し
暗
い
影
を

落
と
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
盆
踊
り
を
中
止
す
る

と
こ
ろ
ま
で
は
い
か
ず
、
各
地
区

で
お
盆
の
行
事
で
あ
る
盆
踊
り
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
夏
の
風
物
詩
で

あ
る
行
事
を
、
皆
さ
ん
が
満
喫
し

て
い
ま
し
た
。

家庭での生活が困難な60歳以上の方が低料金でサービスが受けられる

- - -問い合わせ

高台に立ち、絶景が望める空気のきれいなところ

広告

セントポーリア愛の郷
特別養護老人ホーム
社会福祉法人緑峯会入居者募集入居者募集

施設見学
大歓迎！

笑顔で対応します！
受付時間　9:00～17:00

078-907-1165（担当：西垣）

兵庫県西宮市山口町上山口 1584-1

食事がおいしい
（料理療法も盛んです）

● 特養 １１０床・ショートステイ 10床

● 全室個室 ： トイレ、洗面完備

● ユニット型 ： １０名程度のなじみのグループで生活
楽しい音楽療法、イベント充実

（音楽療法士３名が対応）
広告

やまぐち・トピックスやまぐち・トピックス

８
月
３
日
　
た
そ
が
れ
コ
ン
サ
ー
ト

９
月
３
日
　
北
六
甲
台
小
学
校
　
校
内
作
品
展

９
月
13
日
　 

連
合
老
人
会
　
作
品
展

８
月
４
日
　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

7 月 21・27 日　袖下踊り伝習会

8 月 14 日　上山口地区　盆踊り大会

8 月 17 日　北六甲台地区　夏フェス 2024

7 月 21・27 日　扇踊り伝習会

8 月 15 日　船坂地区　盆踊り大会

8 月 24 日　上山口東地区　夏祭り

8 月 10 日　名来地区　盆踊り大会

8 月 17 日　中野地区　盆踊り大会

8 月 24 日　下山口地区　盆踊り

山
口
地
域
の

盆
踊
り
・
夏
祭
り



（₁） （₄）　 　第370号 第370号令和₆年11月₁日 令和₆年11月₁日や ま ぐ ち や ま ぐ ち

公
民
館　　だ

よ
り

児
童
セ
ン
タ
ー
お
知
ら
せ

児
童
セ
ン
タ
ー
お
知
ら
せ

＊
（
２
面
に
続
く
）

リーダーさん Ｑ & Ａリーダーさん Ｑ & Ａ
50 年以上の歴史を引き継ぎ50 年以上の歴史を引き継ぎ
生徒と共に水辺を守る！生徒と共に水辺を守る！

モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
保
存
会 

顧
問

　釜か
ま

渕ぶ
ち 

章あ
き

匡ま
さ

さ
ん

（
48
歳
）

西
宮
市
立
山
口
中
学
校

　教
師

っ
て
き
て
、
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
と

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
転
勤
な
ど
で
理
科
部
の
顧
問
の

先
生
が
代
わ
る
中
、
活
動
の
記
録

を
50
年
史
と
い
う
形
に
し
て
ま
と

め
ま
し
た
。
過
去
50
年
以
上
の
歴

史
を
見
て
み
る
と
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
し
た
が
、
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の

観
察
を
継
続
し
て
い
た
だ
い
た
の

で
今
日
が
あ
り
ま
す
。

　
先
輩
方
の
話
を
聞
い
て
み
る
と
、

モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
だ
け
で
は
な
く
、

そ
れ
以
外
に
も
理
科
部
の
活
動
は

あ
り
ま
す
。
秋
に
は
研
究
発
表
の

た
め
に
い
つ
も
と
違
う
催
し
物
の

準
備
を
行
っ
た
り
、
ま
た
、
そ
れ

以
外
の
実
験
や
研
究
も
行
っ
た
り

し
て
い
ま
し
た
。
モ
リ
ア
オ
ガ
エ

ル
の
観
察
は
、
６
月
か
ら
８
月
の

期
間
だ
け
行
う
1
学
期
の
研
究
課

題
で
し
た
。

―
先
生
が
顧
問
に
就
い
た
経
緯
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

釜
渕
　
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
保
存
会

の
顧
問
に
な
っ
た
の
は
、
私
が
８

年
前
に
山
口
中
学
校
に
就
任
し
た

年
で
し
た
。

　
当
時
の
池
上
達
校
長
か
ら
、
理

科
部
は
な
く
な
る
こ
と
が
決
定
し

て
い
る
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
廃
部

の
理
由
は
部
員
が
少
な
く
な
っ
た

た
め
で
す
。

モリアオガエルの保存について語る釜渕先生

―
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
保
存
会
の
歴

史
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

釜
渕
　
伊
丹
市
在
住
で
、
元
山
口

中
学
校
教
員
の
藤
本
一
幸
先
生
が
、

最
初
に
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の
保
存

活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　
高
度
経
済
成
長
期
の
頃
、
山
口

地
域
の
森
林
が
な
く
な
る
時
に
、

藤
本
先
生
の
所
に
、
理
科
部
の
生

徒
が
１
匹
の
カ
エ
ル
の
死
骸
を
持

　
デ
グ
ー
と
い
う
草
食
動
物
で
す
。

と
て
も
人
な
つ
こ
く
、
名
前
を
呼

ぶ
と
よ
っ
て
き
ま
す
。

　
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で一目
惚
れ
し
、

２
０
２
１
年
７
月
か
ら
飼
い
始
め
ま

し
た
。
膝
や
肩
に
ピョ
ン
と
乗
って
く

る
の
が
可
愛
い
で
す
。

　
顎
の
下
を
な
で
ら
れ
る
の
が
大
好

き
な
子
で
す
。�

す
み
れ
台
　
M
・
A

西宮市山口町下山口 5－17－13
リバティービル 1階

各種健康保険取扱い
自賠責（交通事故）、労災保険適用

TEL078－907－5388
骨折、脱臼、打撲、捻挫
挫傷（肉離れ）、その他スポーツ等
での怪我全般

診療時間
（午前）8：00～13：00
（午後）15：00～20：00

月
○
○

火
○
○

水
○
休

木
○
○

金
○
○

土
○
○

日
休
休

至 三田

至 宝塚

コープ

北六甲台

GS

不動寺
有馬川

西宮北I.C

〒

天上橋

新明治橋

明治橋東詰
★ 宮野接骨院

82

176

広告

発　行
山口地域コミュニテイ

編　集
宮っ子山口版
編集委員会

　
今
回
は
、
各
地
区
の
景
観
が
良

い
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

　
下
の
写
真
は
、
上
山
口
陸
橋
の

３
丁
目
寄
り
の
場
所
か
ら
丸
山
を

撮
っ
た
も
の
で
す
。
時
期
は
５
月

の
連
休
中
で
、
少
し
暑
い
ぐ
ら
い

の
日
に
、
上
山
口
陸
橋
を
２
丁
目

か
ら
３
丁
目
方
向
へ
歩
い
て
い
た

時
に
見
え
た
風
景
で
す
。

　
丸
山
の
緑
が
映
え
だ
し
、
雲
の

白
さ
や
、
空
の
青
さ
に
山
の
輪
郭

が
く
っ
き
り
と
映
し
出
さ
れ
ま
し

た
。
風
光
明め

い
媚び

と
思
い
、
撮
っ
た

写
真
で
す
。

　「
竹
灯
り
」
作
り
が
、
徳
風
会

館
で
８
月
26
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
玄
関
前
で
竹
筒
の
切
り
出
し
を

行
い
、
竹
筒
を
も
み
殻
で
き
れ
い

に
洗
い
ま
す
。
館
内
の
パ
ノ
ラ
マ

ホ
ー
ル
で
デ
ザ
イ
ン
を
選
び
、
竹

筒
に
貼
り
ま
す
。

　
次
に
、
講
師
の
池
田
亮
さ
ん
か

ら
注
意
事
項
を
聞
き
、
電
動
ド
リ

ル
（
竹
専
用
）
で
穴
を
開
け
て
い

き
ま
す
。

　
11
組
（
21
人
）
の
参
加
者
は
そ

れ
ぞ
れ
電
動
ド
リ
ル
を
持
ち
、
デ

▽
ト
ラ
イ
！
ト
ラ
イ
！
ゲ
ー
ム

日
時
：
11
月
21
日
（
木
）

　
　
　
11
月
22
日
（
金
）

　
　
　
10
時
半
～

場
所
：
山
口
児
童
セ
ン
タ
ー

対
象
：
乳
幼
児
か
ら
小
学
生

申
込
：
無
　
先
着
順

▽
ク
リ
ス
マ
ス
会
＆
ビ
ン
ゴ
大
会

日
時
：
12
月
14
日
（
土
）

　
　
　
15
時
15
分
開
場

場
所
：
山
口
ホ
ー
ル

対
象
：
乳
幼
児
か
ら
小
学
生

申
込
：
有
　
チ
ケ
ッ
ト
制

児
童
セ
ン
タ
ー
に
て
配
布（
無
料
）

�

先
着
１
５
０
人

詳
細
は
児
童
セ
ン
タ
ー
へ
０
７
８

・9
0
4

・2
0
5
5

出来上がった竹灯りの作品です。

▼
11
月
10
日
（
日
）

　
　
　
　
10
時
～
12
時
30
分

　「
み
ん
な
で
楽
し
く
ケ
ー
キ
を

�

作
り
ま
し
ょ
う
」

場
所
：
山
口
公
民
館
４
階
調
理
室

参
加
費
：
１
２
０
０
円

試
食
も
希
望
の
場
合
+
１
０
０
円

先
着
：
20
人
　
対
象
：
中
学
生
以

上
、
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

講
師
：
管
理
栄
養
士

�

和
田
佳
子
さ
ん

▼
12
月
12
日
（
木
）
14
時
～
16
時

　「
新
春
を
彩
る
寄
せ
植
え
つ
く
り
」

参
加
費
：
2
5
0
0
円

募
集
人
員
：
30
人（
保
護
者
を
含
む
）

講
師
：
赤
木
庭
園 

黒
田
良
行
さ
ん

申
込
日
：
11
月
13
日（
水
）10
時
～

▼
12
月
21
日
（
土
）
14
時
～
15
時

西
宮
市
制
1
0
0
周
年（
2
0
2
5
）記
念

　「
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
カ
ル
テ
ッ
ト

�

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
」

参
加
費
：
無
料
　
先
着
：
1
5
0
人

対
象
：
小
学
生
以
上

申
込
日
：
11
月
22
日（
金
）10
時
～

�

（
電
話
は
25
日
以
降
）

演
奏
：
ミ
・
モ
ベ
ル 

サ
ク
ソ
フ

ォ
ン
カ
ル
テ
ッ
ト

詳
細
は
公
民
館
へ
：
0
7
8

・

9
0
4

・

0
2
8
7

｢

竹
灯
り｣

を
作
ろ
う

ザ
イ
ン
通
り
に
穴
を
開
け
て
い
き

ま
し
た
。
完
成
後
は
、
第
３
展
示

場
で
だ
ん
じ
り
の
前
に
作
品
を
置

き
、
L
E
D
ラ
ン
プ
を
入
れ
て

仕
上
が
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

＊�

11
月
の
講
座
は
、
10
月
か
ら
申
し
込
み
が
開

始
さ
れ
て
い
ま
す
。確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
お
わ
び
と
訂
正
　
９
・
10
月
号
の
マ
イ
ペ
ッ
ト
で
名
前
の
表
記
で
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
正
し
く
は
、「
中
前
　
小
町
」
で
す
。
訂
正
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。

第10回

ふ
る
さ
と
再
発
見

　
上
の
写
真
は
、
同
じ
く
上
山
口

陸
橋
の
中
ほ
ど
の
張
り
出
し
部
分

か
ら
撮
影
し
ま
し
た
。
送
電
塔
が

雲
に
と
ど
く
よ
う
に
見
え
、
ま
た
、

北
六
甲
台
の
丘
陵
地
帯
に
立
っ
て

い
る
家
が
小
さ
く
見
え
、
雲
が
雄

大
に
広
が
る
風
景
と
思
い
、
撮
っ

た
写
真
で
す
。

　
山
口
地
域
は
大
き
な
建
造
物
が

多
く
な
い
場
所
で
す
。
普
段
通
っ
て

い
る
何
気
な
い
場
所
に
景
観
が
良

い
場
所
は
多
く
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
も
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。


